






Ⅲまとめ 

今回の研究により HMG-HCG 周期では複数の卵胞発育が観察され,このことが結果的に多胎

発生につながることが示唆された。排卵および妊娠可能な卵胞長径は 15㎜で,必ずしも正

常の大きさまで HMG を投与し続けなくてよいことがわかり,ごうすれば複数の卵胞発育を

待たずに HCG に切りかえられるチャンスがあることが示唆された。妊娠例の観察より,胎児

数は成熟卵胞数とは必ずしも一致せず,同じかまたは少ないことが判明した。 

今後は本モニター法を使い HMG-HCG 療法の至適投与法を多胎予防の面から検討してゆきた

い。 


